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1. 重大事故等対処設備の分類の概要

設計基準対象施設，設計基準対象施設を兼ねる重大事故等対処設備，常設重大事故防

止設備，常設重大事故防止設備（設計基準拡張），常設重大事故緩和設備，常設重大事

故緩和設備（設計基準拡張）のそれぞれの考え方及びこれらの関係性について図１に示

す。 

2. 重大事故等対処設備の分類に応じた耐震設計の概要

重大事故等対処設備の分類に対する耐震設計の概要を表１に示す。 

重大事故対処設備の設備の分類は，設計用地震力の観点で，基準地震動Ｓｓによる地震

力に対して重大事故等に対処するために必要な機能が損なわれないよう設計するものと

静的地震力に対して十分耐えるよう設計するものに大別される。 

同様に，許容限界についても重大事故等に対処するために必要な機能が損なわれる恐

れがない設計とするものと，おおむね弾性状態にとどまる範囲で耐える設計とするものに

大別されるが，建物・構築物，機器・配管系，土木構造物といった施設によって具体的な

許容限界は異なることから，それぞれの許容限界を示している。 
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注
記
＊
１
：
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
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替
す
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機
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有
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
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属
す
る
耐
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重
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分
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ラ
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又
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す
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た
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大
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緩
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い
て
は
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Ｓ
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＊
２
：
事
故
事
象
の
発
生
確
率
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時
間
及
び
地
震
動
の
年
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過
確
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係
を
踏
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地
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力
と
組
み
合
わ
せ
る
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